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富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機構富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。
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医師が働く
環境の改善で
より良質な医療
の提供へ

より良質な医療

特集特集

細胞レベルの診断と
治療を担う「血液内科」「血液内科」

特集特集

●開催時間／各回13:30～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です！  まちなか総合ケアセンターへ是非お越しください！！

Event Information 2019. 4月 6 月

A P R I L 54 M A Y 6 J U N E

 7 火 食中毒を防ごう
 8 水 大腸がんの見つけ方
 9 木 こどもを守るためにできること

～予防接種について知ろう～
13 月 心臓の病気と上手に

付き合うためにできること
14 火 ＭＲＩとＣＴどう違うの？
15 水 検査結果の見方 ～肝臓～
16 木 肝臓の病気について
20 月 飲み込む力を高めよう

～嚥下体操～
21 火 いざという時の応急処置
22 水 緩和ケアってなぁ～に
23 木 認知症の人に見えている世界
27 月 脳卒中週間シリーズ Ⅰ

脳卒中専門医が話す
～脳卒中ってどんな病気？～

28 火 脳卒中週間シリーズ Ⅱ
管理栄養士が話す
～脳卒中を予防する食事～

29 水 脳卒中週間シリーズ Ⅲ
看護師が話す
～脳卒中になっても元気に暮らそう！～

30 木 求められる祖父母力！
～沐浴・衣類・抱き癖など～

 3 月 歯と口の健康シリーズ Ⅰ
専門医が語る
～口腔ケアと健康寿命1～

 4 火 歯と口の健康シリーズ Ⅱ
歯科衛生士が話す
～口腔ケアと健康寿命2～

 5 水 歯と口の健康シリーズ Ⅲ
管理栄養士が話す
～おいしく食べられていますか～

 6 木 歯と口の健康シリーズ Ⅳ
薬剤師が話す
～薬と歯と口の関係～

10 月 エコノミークラス症候群って？
11 火 ＱＱ受診ハンドブック
12 水 便秘の話
13 木 こどもの命を救う技

～心肺蘇生を体験しよう～
17 月 骨粗鬆症について
18 火 診療費について
19 水 透析療法について
20 木 糖尿病を知ろう

～あなたの健康を守るために～
24 月 検査結果の見方 ～腎臓～
25 火 在宅介護と介護保険
26 水 抗がん剤のお話
27 木 地域で支える認知症

ふ れ あ い 健 康 講 座

※講座内容は変更になる場合がございます。

 1 月 気を付けたい高齢者の食事
 2 火 慢性腎臓病について
 3 水 転ばないためのからだづくり

～やってみようロコモ体操～
 4 木 糖尿病予防のミラクルマニュアル
 8 月 すい炎について
 9 火 知っておきたい薬の知識

～点眼薬と吸入の上手な使い方～
10 水 日常のスキンケア③

～オムツ（失禁パット）まわり～
11 木 こどものけいれん

～観察と対応のポイント～
15 月 フットケア～足からの健康～
16 火 検査結果の見方 ～脂肪～
17 水 乳がんと遺伝
18 木 メンタルヘルス　～心の健康～
22 月 放射線治療について
23 火 災害時に潜む病気

～病気と対策～
24 水 第4のがん治療

～がん免疫療法とは～
25 木 認知症ってどうなるの？

※４月より、開始時間が変更になりますので、ご注意ください
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6/3㈪ 歯と口の健康シリーズ Ⅰ 専門医が語る ～口腔ケアと健康寿命1～

6/4㈫ 歯と口の健康シリーズ Ⅱ 歯科衛生士が話す ～口腔ケアと健康寿命2～

6/5㈬ 歯と口の健康シリーズ Ⅲ 管理栄養士が話す ～おいしく食べられていますか～

6/6㈭ 歯と口の健康シリーズ Ⅳ 薬剤師が話す ～薬と歯と口の関係～

02
T O P I C S

「ふれあい健康講座」にて、
脳卒中・歯と口の健康について特集します！

●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪４丁目）　●時間／午後1時30分～（30分程度）
★特集以外の講座日程については、裏表紙をご覧ください。

　「ふれあい健康講座」は、まちなか総合ケアセンター（総曲輪）にて、市民病院スタッフが病気の予
防やお薬情報などをわかりやすくお伝えする講座です。
　５月・６月は「脳卒中」「歯と口の健康」をテーマとした特集企画があります。申込みや参加費は不要で、
どなたでも気軽にご参加いただけますので是非お越しください。

5/27㈪ 脳卒中週間シリーズ Ⅰ
脳卒中専門医が話す ～脳卒中ってどんな病気？～

5/28㈫ 脳卒中週間シリーズ Ⅱ
管理栄養士が話す ～脳卒中を予防する食事～

5/29㈬ 脳卒中週間シリーズ Ⅲ
看護師が話す ～脳卒中になっても元気に暮らそう！～

01
T O P I C S

平成３０年度経営改善委員会 を開催いたしました。

　富山市民病院では、地域の中核病院として持

続可能な病院経営を目指すため、富山市民病院

経営改善委員会（以下「経営改善委員会」）を

設置しております。

　平成 30 年度は富山市民病院第 4 期経営改

善計画（2018～ 2020 年度）の１年目にあ

たり、富山市民病院から経営改善委員会に対し、

平成３０年度に実施した経営改善の取り組みや

経営指標、平成３０年度の収支見込と平成３１

年度に実施予定の取り組み等について報告いた

しました。

　委員からは、当院が第４期経

営改善計画で掲げた施策に鋭意

取り組んでいることについて評

価する意見と、経営安定に向け

た改善点について要望をいただ

いたほか、経営収支状況報告に対する要因分析、

救急患者さんの受け入れ体制の改善方法、４月

１日にスタートする富山まちなか病院の今後の

展望についてのご質問・ご意見をいただきまし

た。

　今後とも、患者さんに信頼される医療機関と

なることを目指し、健全な病院経営を行うと同

時に、職員一人ひとりが自覚を持って、地域の

皆様に選ばれる病院づくりのために努力してま

いります。
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05

医師自身が愛せる病院が
地域の皆さまに愛される病院に
［インタビュー］ 呼吸器外科部長（副医局長）／土岐 善紀 医師

［インタビュー］ 病棟診療部主任部長（医局長）／林　　茂 医師 02

10

働きやすい連携体制で
ママさん医師も活躍中
［インタビュー］ 血液内科／米山　聖子 医師

12

客観的データから診る
臨床検査という仕事
［インタビュー］ 臨床検査科 病理検査係／林　　宏 係長
 臨床検査科 血液輸血検査係／大下　恵 技師

14

日常生活を守りながら
安心な通院治療を
［インタビュー］ 外来治療室／浜田　真由美 副看護師長

16

化学療法を陰で支える
認定薬剤師という存在
［インタビュー］ 薬剤科 がん化学療法係／野澤　寿吉 主査

医師が働く環境の改善で
より良質な医療の提供へ

Special Feature. 1

特集

［インタビュー］ 血液内科部長／寺﨑　靖 医師 07

細胞レベルの診断と
治療を担う「血液内科」

Special Feature. 2
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．
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。
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ま
ず
、
皆
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ニ
ュ
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学
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。
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あ
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憩
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と
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。
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私

た
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医
師
そ
れ
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書
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。
基
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、

仕
事
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病
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外
の
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こ

の
医
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し
ま
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調
べ
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成
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に
必
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な
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林　

は
い
。
た
だ
し
、
今
ま
で
の
医
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は
、
個
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で
過
ご
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ベ
テ
ラ
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の
先
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い
て
、
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ま
し
た
。
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医師が働く環境の改善で
より良質な医療の提供へ

病
棟
診
療
部
主
任
部
長
（
医
局
長
）　
　
林は

や
し

　
　
茂し

げ
る 

医
師

多くの医師が勤務する病院には「医局」がある。富山市民病院では今年、
1983年の現病院建設以降初めてとなる医局改修工事を実施した。

働き方改革も兼ねる大きな取り組みについて、医局長に聞く。
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携
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と
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定
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催
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切
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ま
と
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た
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し
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。
あ
と
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部
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と
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電
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と
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、
ち
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し
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苦
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。
備
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買
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お
手
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。
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と
は
歓
送
迎
会
の
実

施
な
ど
、
医
療
以
外
の
環
境
面
を
率
先
し
て
整
え
る
立
場 

で
す
。

Ｑ
．
改
修
の
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

林　

富
山
市
民
病
院
が
今
の
場
所
、
今
の
建
物
に
な
っ
た
の

は
１
９
８
３
年
と
36
年
前
ま
で
遡
り
ま
す
。
そ
の
間
、
医
局

の
改
修
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
現
在
は
医
師
も
当

時
の
倍
以
上
の
１
０
０
人
弱
に
ま
で
増
え
て
、
医
局
ス
ペ
ー

ス
も
手
狭
に
な
り
、
増
築
な
ど
対
策
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
ほ
か
の
病
院
に
比
べ
る
と
見
劣
り
は
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

医
師
に
と
って
の
快
適
な
環
境
と
は

Ｑ
．
快
適
な
医
局
は
不
可
欠
な
も
の
？

林　

医
師
も
、
可
能
な
限
り
快
適
な
職
場
で
仕
事
を
し
た
い
、

と
い
う
の
が
本
音
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
日
本
医
師
会
が

２
０
０
９
年
、
会
員
１
万
人
か
ら
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
作
成
し
た
「
勤
務
医
の
健
康
を
守
る
病
院
７
カ
条
」
で
は
、

そ
の
７
番
目
に
「
よ
り
快
適
な
職
場
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を

し
て
く
れ
る
病
院
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
計
の
中
に

は
、
約
８
割
の
勤
務
医
が
、
院
内
に
「
明
る
く
き
れ
い
で
快

適
な
休
憩
室
や
当
直
室
」
を
求
め
て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
。

快
適
で
健
康
的
に
仕
事
が
で
き
る
環
境
で
、
き
ち
ん
と
し
た

仕
事
を
し
て
、
患
者
さ
ん
に
貢
献
す
る
…
緊
張
感
の
あ
る
医

師
と
い
う
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、
職
場
改
善
も
必
要
な
ア
ク

シ
ョ
ン
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
医
局
長
に
医
師
か
ら
の
要
望
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

林　

直
接
的
な
要
望
で
は
な
い
の
で
す
が
、「
他
（
の
病
院
）

は
快
適
で
し
た
」
と
間
接
的
な
要
望
は
あ
り
ま
し
た
ね
。
今

回
、
事
務
局
が
そ
ん
な
声
も
汲
み
取
っ
て
く
れ
ま
し
て
、
改

修
が
実
現
し
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
で
す
。

期
待
す
る
の
は
好
循
環

Ｑ
．
綺
麗
な
医
局
が
も
た
ら
す
効
果
は
？

林　

医
師
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
、
疲
労
回
復
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
勤
務
時
間
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
必
要
な
の

で
す
が
、
最
優
先
は
患
者
さ
ん
で
す
の
で
、「
早
く
疲
労
が

回
復
で
き
る
」「
効
率
よ
く
仕
事
で
き
る
」
環
境
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
重
要
で
す
。
同
じ
診

療
科
、
同
じ
世
代
で
の
交
流
に
加
え
、
今
回
の
大
改
修
で
、

壁
が
な
く
な
り
、
世
代
・
診
療
科
が
異
な
る
場
合
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
る
場
が
生
ま
れ
る
の
は
、
医
師
個
人
の
安
心
感

に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

3 特集／医師が働く環境の改善で、より良質な医療の提供へ



Ｑ
．
医
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
患
者
さ
ん
に
も

た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

林　

例
え
ば
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
ひ
と
つ
の
病
気
と
い
う

こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
病
気
が
あ
れ
ば
複

数
の
診
療
科
で
診
る
こ
と
に
な
り
、
診
療
科
間
の
連
携
は
不

可
欠
で
す
。
効
率
の
い
い
診
療
と
治
療
の
提
供
は
、
患
者
さ

ん
の
早
期
回
復
に
繋
が
り
ま
す
。
残
業
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
肉
体
的
な
負
担
も
少
な
く
な
り
、
疲
労
回
復
に
努
め

ら
れ
る
上
、
よ
り
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
時
間
も
確
保
で
き

る
…
そ
し
て
医
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

こ
と
で
、
患
者
さ
ん
に
良
質
な
医
療
と
し
て
還
元
で
き
る
好

循
環
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
改
修
を
終
え
て

Ｑ
．
運
用
面
で
の
工
夫
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

林　

第
１
医
局
、
第
２
医
局
と
シ
ン
プ
ル
に
分
け
、
席
に
関

し
て
も
く
じ
引
き
で
決
め
ま
し
た
。
年
齢
、
診
療
科
、
性
別

を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
を
目
指
し

た
試
み
で
す
。

　

も
と
も
と
医
師
間
の
雰
囲
気
は
い
い
方
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
は
当
然
あ
る
の
で
、
よ
り
近
い
距

離
感
を
通
し
て
気
軽
に
声
を
掛
け
合
い
、
理
解
を
深
め
合
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未
来
の
有
望
な
医
師
に
も
期
待

Ｑ
．
次
の
働
き
方
改
革
は
ど
こ
に
着
手
し
ま
す
か
？

林　

医
局
の
環
境
面
は
整
い
ま
し
た
が
、
残
業
時
間
に
つ
い

て
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
修
で
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
情
報
の
共
有
が
、
円
滑
な
治
療
に
繋
が
っ

た
上
で
、
最
終
的
に
医
師
全
体
の
シ
フ
ト
編
成
に
お
い
て
余

裕
が
出
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
綺
麗
な
医
局
に
な
っ
た
こ
と
で
、
当
院
で
の
勤
務
を

希
望
す
る
若
手
医
師
も
増
え
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
若
手
の
医
師
に
は
好
評
で
す
か
？

林　

私
が
大
学
病
院
か
ら
こ
の
富
山
市
民
病
院
に
赴
任
し
た

の
は
二
十
数
年
前
で
す
が
、
当
時
は
き
れ
い
な
病
院
で
嬉
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
や
が
て
市
内
で
も
古
い
病
院
に
な
り
ま

し
た
。

　

実
は
、
改
修
が
決
ま
る
前
、
平
成
29
年
度
の
研
修
医
マ
ッ

チ
ン
グ
は
６
人
中
０
人
で
、
若
手
が
来
て
く
れ
な
い
と
い
う

現
実
に
直
面
し
ま
し
た
。
医
局
の
環
境
だ
け
で
そ
の
結
果
に

な
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
当
院
を
優
先
し
て
選
び
た
く

な
る
ほ
ど
い
い
環
境
に
し
な
け
れ
ば
、
と
強
く
思
う
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
す
。

Ｑ
．
読
者
に
向
け
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
！

林　

質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
患
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
に
は
、
医
師
自
身
が
健
康
に
気
を
配
れ
る
環
境
も
不
可

欠
で
す
。
病
院
が
医
局
の
改
修
と
い
う
、
皆
さ
ん
の
目
に
触

れ
な
い
改
革
に
踏
み
切
っ
て
く
れ
た
の
は
、
有
難
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
よ
り
良
い

医
療
で
還
元
で
き
る
よ
う
、
日
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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好
き
に
な
れ
る
職
場
の
た
め
に

Ｑ
．
ま
ず
は
土
岐
先
生
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

土
岐　

呼
吸
器
外
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
、
当
院
で
は

副
医
局
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
大
学
病
院
で
の
医
局
長
時
代

に
医
局
の
建
て
替
え
改
修
を
指
揮
し
た
経
験
か
ら
、
今
回
の

改
修
に
お
け
る
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
お
手
伝
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
綿
密
に
計
画
を
立
て
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。

土
岐　

ま
ず
「
い
か
に
自
分
の
職
場
が
好
き
に
な
れ
る
か
」

と
い
う
こ
と
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
考
え
ま
し
た
。
職
場
が
好

き
な
ら
大
切
に
使
う
し
、
き
れ
い
に
も
す
る
。
そ
の
意
識
と

行
動
が
良
い
雰
囲
気
を
生
ん
で
最
終
的
に
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
に
還
元
さ
れ
る
。
働
く
人
と
患
者
さ
ん
双
方
に
と
っ
て
有

益
と
な
る
、
そ
ん
な
職
場
が
理
想
だ
と
思
い
ま
す
。

解
放
感
に
こ
だ
わ
る

Ｑ
．
具
体
的
な
こ
だ
わ
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

土
岐　

具
体
的
に
は
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
１
つ
目
は
、「
年
齢
と
空
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
で
す
。
少
し
前
の
時
代
、
医
局
の
設
計

は
個
室
化
、
個
別
化
に
向
か
う
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
年
配

の
医
師
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
確
保
し
ス
テ
ー
タ
ス
を
く
す

ぐ
る
効
果
が
あ
る
一
方
、
生
産
効
率
は
あ
ま
り
上
が
ら
ず
縦

横
の
情
報
共
有
に
は
不
利
な
面
が
出
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、

医
師
が
世
代
と
診
療
科
（
つ
ま
り
縦
と
横
）
の
垣
根
を
超
え

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
い
方
向
に
回
帰
し
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
、
あ
え
て
年
齢
も
役
職
も
関
係
な
く
、

く
じ
引
き
で
席
順
を
決
め
ま
し
た
。
電
子
媒
体
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

普
及
し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
対
面
で
す
。

そ
れ
が
理
解
さ
れ
る
職
場
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
会
議
室
等
を
区
切
ら
ず
、
窓
際
に
配
置
し
た
こ
と
も
こ

だ
わ
り
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

土
岐　

そ
れ
が
２
つ
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
物
理
的
に
明

る
く
す
る
」
こ
と
で
す
。
他
の
病
院
か
ら
異
動
し
て
来
ら
れ

た
先
生
や
研
修
医
か
ら
「
市
民
病
院
は
暗
い
」
と
い
う
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
決
し
て
人
間
関
係
は
悪
く
な
い
の
に
、
物

理
的
に
暗
い
こ
と
が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
印
象
を
与
え
て
い
る
と

す
れ
ば
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
公
的
病
院
が
あ
る
中
で
ど
う
や
っ
て
「
富
山
市
民

病
院
で
働
き
た
い
」
と
選
ん
で
も
ら
え
る
病
院
に
な
れ
る
か

に
つ
い
て
、
医
局
環
境
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
大
切

な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。
採
光
性
に
関
し
て
言
う
と
、〝
人
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働
き
た
い
病
院
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
、
今
回
の
医
局
の
改
修
は
独
自
路
線
を
敢
行
。

そ
の
構
築
全
般
に
携
わ
っ
た
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
副
医
局
長
に
思
い
を
聞
く
。

医
師
自
身
が
愛
せ
る
病
院
が 

地
域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
病
院
に

呼
吸
器
外
科
部
長（
副
医
局
長
）　

土ど

岐き 

善よ
し

紀の
り 

医
師



が
集
ま
る
〟
あ
る
い
は
〝
会
議
す
る
場
〟
を
最
も
明
る
い
窓

面
に
配
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
壁
で
全
面
を
覆
わ
ず
、
高
面

に
透
明
ア
ク
リ
ル
板
を
配
し
て
そ
の
光
が
個
人
の
作
業
ス

ペ
ー
ス
に
も
届
く
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
。
前
向
き
で
建
設

的
な
意
見
は
明
る
い
会
議
室
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
。

Ｑ
．
配
色
に
も
こ
だ
わ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

土
岐　

は
い
。
３
つ
目
が
「
居
住
空
間
の
視
覚
的
演
出
」
で

す
。
今
回
の
工
事
で
、
人
の
導
線
は
「
オ
レ
ン
ジ
」、
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
は
「
グ
レ
ー
」、
作
業
ス
ペ
ー
ス
は
「
ブ

ラ
ウ
ン
」
を
そ
れ
ぞ
れ
床
の
色
で
区
分
け
ま
し
た
。
役
割
の

見
え
る
化
で
居
住
空
間
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
意
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
考
え
た
の
で
す
。
ま
た
、
色
合
い
の
効
果
と
し

て
、
冬
は
暖
か
く
夏
は
涼
や
か
な
印
象
に
な
る
か
と
。
病
院

の
冷
暖
施
設
も
や
や
古
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
対
策
の

ひ
と
つ
で
す
。

Ｑ
．
色
彩
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
な
ど
の
資
格
を
お
持
ち
な
の

で
す
か
？

土
岐　

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
素
人
で
す
。
た
だ
、
プ

ロ
の
設
計
士
だ
っ
た
ら
“
冒
険
”
は
し
に
く
い
だ
ろ
う
な
、

と
思
い
ま
す
。
特
に
公
立
病
院
の
場
合
は
、
結
果
的
に
当
た

り
障
り
の
な
い
「
よ
く
あ
る
医
局
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

う
な
る
と
冒
頭
に
お
話
し
た
「
こ
こ
で
働
き
た
い
と
選
ば
れ

る
病
院
」
に
は
な
り

得
ま
せ
ん
。“
可
も

な
く
不
可
も
な
い
”

く
ら
い
な
ら
“
い
っ

そ
嫌
わ
れ
る
”
く
ら

い
の
方
が
良
い
か
と
。

今
後
、
実
際
に
仕
事

場
と
し
て
使
っ
て
い

く
中
で
不
満
な
面
も

出
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
す

べ
て
の
面
で
満
足
い

く
も
の
は
で
き
ま
せ

ん
。
予
算
も
限
ら
れ

て
い
る
中
で
「
何
を
生
か
し
て
何
を
我
慢
す
る
か
」
と
い
う

選
択
の
連
続
で
し
た
。
こ
れ
は
医
療
に
も
通
じ
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
の
個
性
を
再
認
識

Ｑ
．
新
し
い
医
局
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

土
岐　

私
の
役
目
は
、「
明
る
い
気
持
ち
で
働
け
る
明
る
い

医
局
（
職
場
）」
を
提
供
す
る
こ
と
で
し
た
。
た
だ
、
先
程
も

言
っ
た
よ
う
に
、
予
算
の
あ
る
こ
と
な
の
で
ど
う
し
て
も
我

慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

ま
た
２
０
２
０
年
度
末
ま
で
着
工
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
。
今
回
の
改
修
の
効
果
に
つ
い
て
は
医
師
そ
れ
ぞ
れ
の
受

取
り
方
に
委
ね
る
し
か
な
い
の
で
す
が
、
物
理
的
な
「
暗

い
」
は
改
善
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
改
修
設
計
を
通

じ
て
感
じ
た
の
は
、
医
局
の
改
修
を
優
先
す
る
よ
う
進
言
し
、

ま
た
全
面
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
経
営
管
理
課
な
ど
職
種
を

超
え
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
職
員
と
の
距
離
感
の
近
さ
で

す
。
こ
の
空
気
感
は
当
院
の
い
い
意
味
で
の
「
自
治
体
病
院

ら
し
く
な
い
」
個
性
だ
と
思
い
ま
す
。
改
修
工
事
は
も
う
し

ば
ら
く
続
き
ま
す
が
富
山
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る

〝
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
〟
を
体
現
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

土
岐　

改
修
工
事
か
ら
今
後
の
展
望
を
読
む
の
は
難
し
い
で

す
が
、「
働
き
場
」
の
改
善
が
「
働
き
方
」
に
良
い
影
響
を
与

え
、
結
果
的
に
患
者
さ
ん
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
が
今
回
の
改

修
計
画
の
目
標
で
す
。
医
師
に
病
院
へ
の
愛
着
が
生
ま
れ
れ

ば
、
他
の
職
種
に
も
伝
播
し
て
“
富
山
市
民
病
院
愛
”
が
育

つ
こ
と
に
つ
な
が
る
か
と
。
環
境
が
整
う
こ
と
で
、
仕
事
が

は
か
ど
り
超
過
勤
務
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
も
目
的
で
し
た
が
、

あ
ま
り
に
居
心
地
が
よ
く
て
自
宅
に
帰
り
た
が
ら
な
い
医
師

が
増
え
な
い
か
と
、
も
っ
か
の
と
こ
ろ
心
配
し
て
い
ま
す
。
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奥
が
深
い
血
液
の
仕
組
み

Ｑ
．
血
液
内
科
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
﨑　

血
液
に
関
す
る
疾
患
全
般
を
診
る
内
科
で
す
。
血
液

は
ま
ず
「
血
球
」
と
「
血け
っ

漿し
ょ
う」
に
大
別
で
き
ま
す
が
、
そ
の

中
か
ら
異
常
を
特
定
し
、
診
断
を
し
て
、
治
療
ま
で
を
一
貫

し
て
行
う
の
が
血
液
内
科
の
役
割
で
す
。

Ｑ
．
血
液
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
﨑　

血
液
が
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
「
抗こ
う

凝ぎ
ょ
う

固こ

剤ざ
い

」
を

入
れ
た
試
験
管
で
採
血
を
行
い
、
高
速
回
転
さ
せ
る
と
、
上

の
層
に
血
漿
が
、
下
の
層
に
血
球
（
血
液
細
胞
）
が
分
離
さ

れ
ま
す
。
血
漿
は
液
体
成
分
で
、
血
球
は
細
胞
成
分
で
す
が
、

血
球
は
更
に
大
き
く
「
白
血
球
」、「
赤
血
球
」、「
血
小
板
」

の
三
つ
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
役
割
が
細
分
化
さ
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
血
球
は
全
て
骨
の
中
に
あ
る
「
骨
髄
」
で
造
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
「
骨
髄
」
は
、
血
液
細
胞
を
造
る
工
場
と
言
え

ま
す
。
も
と
も
と
は
多
能
性
造
血
幹
細
胞
と
い
う
血
球
の
源

と
な
る
細
胞
か
ら
赤
血
球
や
白
血
球
、
血
小
板
に
変
身
（
分

化
）
し
、
成
長
し
た
細
胞
が
血
管
の
中
に
出
て
行
き
ま
す
。

血
管
に
流
れ
て
い
る
血
液
を
「
末ま
っ

梢し
ょ
う

血け
つ
」
と
呼
び
ま
す
。

Ｑ
．
血
球
の
三
種
類
、
そ
し
て
血
漿
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

7 特集／細胞レベルの診断と治療を担う「血液内科」

特集

細胞レベルの診断と
治療を担う「血液内科」

貧血から血液がんまで、血液中に潜む繊細な病気の診断・治療を専門とする
血液内科について、部長の寺﨑靖医師に聞く。

血
液
内
科
部
長
　
寺て

ら

﨑さ

き

　
靖や

す
し 

医
師



寺
﨑　

ま
ず
白
血
球
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
カ
ビ
（
真

菌
）
な
ど
の
病
原
体
か
ら
体
を
守
る
働
き
を
し
ま
す
。
人
間

が
感
染
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
病
原
体
を
攻
撃
し
、
そ
の
状

態
を
治
そ
う
と
し
ま
す
。
何
ら
か
の
原
因
で
白
血
球
の
数
が

減
っ
て
し
ま
う
と
、
病
原
体
に
感
染
し
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
末
梢
血
に
は
、「
好
中
球
」、「
好
酸
球
」、

「
好
塩
基
球
」、「
単
球
」、「
リ
ン
パ
球
」
の
５
種
類
が
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
割
合
で
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
赤
血
球
で
す
が
、
こ
の
中
に
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と

い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
肺
か
ら
取
り
込
ん
だ

酸
素
と
結
び
つ
き
、
そ
の
酸
素
を
全
身
の
臓
器
に
運
ぶ
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
減
っ
て
し
ま
う
「
貧

血
」
に
な
る
と
動
悸
や
息
切
れ
、
ふ
ら
つ
き
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
血
小
板
は
、
出
血
し
て
い
る
場
所
を
補
修
し
、
止

血
す
る
働
き
を
持
ち
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
が
減
る
と
出
血

が
止
ま
ら
な
い
、
あ
る
い
は
気
付
か
な
い
内
に
出
血
を
起
こ

し
た
り
し
ま
す
。
逆
に
増
え
す
ぎ
た
場
合
、
血
管
の
中
で
血

小
板
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、
脳
梗
塞
な
ど
の
血
栓
症
を
引
き

起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

血
液
の
液
体
成
分
で
あ
る
血
漿
の
中
に
も
、
止
血
に
必
要

な「
凝
固
因
子
」や
、
身
体
を
異
物
か
ら
守
っ
て
く
れ
る「
免

疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
複
合
的
な
異
常
が

見
つ
か
る
と
、
血
液
内
科
で
治
療
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
に

な
り
ま
す
。

血
液
疾
患
の
種
類
と
治
療
に
つ
い
て

Ｑ
．
主
な
病
気
と
し
て
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

寺
﨑　

血
液
疾
患
と
し
ま
し
て
は
、
血
液
の
が
ん
で
あ
る

「
造ぞ
う

血け
つ

器き

腫し
ゅ

瘍よ
う
」
と
、
そ
の
他
の
「
非ひ

腫し
ゅ

瘍よ
う

性せ
い

疾し
っ

患か
ん
」
に
大
き

く
分
け
ら
れ
ま
す
。
造
血
器
腫
瘍
に
は
、
三
大
造
血
器
腫
瘍

と
呼
ば
れ
る
「
白
血
病
」、「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」、「
多
発
性
骨

髄
腫
」、
そ
の
他
に
も
「
骨
髄
異
形
成
症
候
群
」
や
「
骨
髄
増

殖
性
腫
瘍
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
非
腫
瘍
性
疾
患
で
は
、

鉄
分
が
不
足
し
て
起
こ
る
「
鉄て
つ

欠け
つ

乏ぼ
う

性せ
い

貧ひ
ん

血け
つ

」
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
貧
血
に
は
他
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
や
葉
酸
が
不
足

し
て
起
こ
る
「
巨き
ょ

赤せ
き

芽が

球き
ゅ
う

性せ
い

貧ひ
ん

血け
つ

」
な
ど
た
く
さ
ん
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
貧
血
か
ら
造
血
器
腫
瘍
が
判
明
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
診
療
か
ら
治
療
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
﨑　

健
診
や
他
院
で
血
液
検
査
に
異
常
が
見
ら
れ
、
当
院

に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
場
合
、
ま
ず
は
血
液
検
査
を
再
度
行

い
ま
す
。
造
血
器
腫
瘍
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、
腰
骨
か
ら
採

血
す
る
「
骨
髄
検
査
」
を
行
い
ま
す
。「
白
血
病
」
や
「
多
発

性
骨
髄
腫
」
に
関
し
て
は
わ
れ
わ
れ
血
液
内
科
医
が
骨
髄
検

査
を
も
と
に
診
断
し
ま
す
。
ま
た
、「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
が

疑
わ
れ
た
場
合
は
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
を
行
い
ま
す
。
確

定
診
断
に
は
腫
れ
て
い
る
リ
ン
パ
節
を
外
科
的
に
切
除
す
る

「
リ
ン
パ
節
生
検
」
を
行
い
、
病
理
診
断
医
に
よ
る
病
理
診

断
を
し
ま
す
。
そ
の
他
、
胃
カ
メ
ラ
な
ど
も
行
い
、
全
身
精

査
し
た
上
で
総
合
的
に
診
断
し
、
治
療
を
開
始
し
ま
す
。

　

非
腫
瘍
性
疾
患
の
場
合
、
例
え
ば
「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」
で

あ
れ
ば
、
そ
の
原
因
の
検
索
が
必
要
で
す
。
ど
こ
か
に
出
血

源
が
な
い
か
胃
カ
メ
ラ
や
便
潜
血
検
査
、
ま
た
エ
コ
ー
や
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
画
像
検
査
を
行
い
、
女
性
で
あ
れ
ば
産
婦
人
科
を

受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
場
合
、
原
因
が

胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
で
あ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
が
判
明
す
れ
ば
鉄
剤
の
投
与
と
同
時
に
原
因
と
な
る
病

気
の
治
療
を
行
い
ま
す
。
原
因
が
不
明
の
場
合
も
あ
り
、
こ

の
場
合
は
状
態
が
安
定
し
て
い
れ
ば
外
来
で
鉄
剤
の
内
服
薬

で
治
療
を
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
当
科
で
は
他
科

と
の
連
携
を
綿
密
に
取
り
、
診
断
を
迅
速
に
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
抗
が
ん
薬
治
療
は
安
全
な
の
で
す
か
？

寺
﨑　

造
血
器
腫
瘍
の
ほ
と
ん
ど
は
抗
が
ん
薬
を
用
い
た
化

学
療
法
に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
ま
す
。
化
学
療
法
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
造
血
器
腫
瘍
に
よ
っ
て
使
用
す
る
抗
が
ん
薬
が
異
な
り

ま
す
。
主
な
副
作
用
は
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、
口
内
炎
や
胃
腸

障
害
な
ど
で
す
が
、
骨
髄
抑
制
が
重
要
な
副
作
用
で
す
。
抗

が
ん
薬
に
よ
っ
て
骨
髄
で
の
造
血
が
一
時
的
に
妨
げ
ら
れ
る

た
め
、
白
血
球
減
少
、
貧
血
、
血
小
板
減
少
を
来
し
ま
す
。

白
血
球
が
減
少
す
る
と
、
細
菌
や
真
菌
の
感
染
を
合
併
す
る
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こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
化
学
療
法
中
に
高
熱
が
出

た
場
合
、
す
ぐ
に
抗
菌
薬
の
投
与
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、

場
合
に
よ
っ
て
は
あ
ら
か
じ
め
白
血
球
を
増
や
す
薬
で
あ
る

「
顆
粒
球
コ
ロ
ニ
ー
刺
激
因
子
」
を
投
与
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
化
学
療
法
中
の
貧
血
や
血
小
板
減
少
に
対
し
て
は
、

必
要
時
に
輸
血
を
行
い
ま
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
吐
き
気

や
嘔
吐
で
す
が
、
最
近
で
は
非
常
に
良
く
効
く
吐
き
気
止
め

（
制せ
い

吐と

剤ざ
い
）
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
化
学
療
法
の
種

類
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
吐
き
気
の
予
防
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
当
科
で
は
、
患
者
さ
ん
に
対
し
て

安
全
に
治
療
に
臨
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

他
の
病
気
や
診
療
科
と
の
関
わ
り

Ｑ
．
他
科
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

寺
﨑　

心
臓
に
負
担
が
か
か
る
抗
が
ん
薬
も
あ
り
ま
す
の
で
、

治
療
前
に
心
臓
に
現
在
病
気
が
な
い
か
心
電
図
や
胸
部
Ｘ
線

写
真
、
心
臓
超
音
波
検
査
を
行
い
ま
す
。
治
療
前
に
異
常
が

あ
っ
た
場
合
や
治
療
中
に
異
常
が
わ
か
っ
た
場
合
は
、
循
環

器
内
科
に
相
談
し
必
要
な
検
査
や
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。
高
齢
者
に
な
る
と
、
糖
尿
病
を
合
併
し
て
い
る
場
合

も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
内
分
泌
代
謝
内
科
に
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胃
や
腸
に
で
き
た

悪
性
リ
ン
パ
腫
で
あ
れ
ば
、
化
学
療
法
に
よ
っ
て
消
化
管
に

穴
が
開
い
て
し
ま
う
こ
と
（
こ
れ
を
穿せ
ん

孔こ
う
と
い
い
ま
す
）
や
、

出
血
な
ど
を
起
こ
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

治
療
前
に
外
科
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
場
合
は
緊
急

手
術
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
外
科
医
よ
り
患
者
さ

ん
に
説
明
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
血
液
の
病
気
の
予
兆
は
？

寺
﨑　

例
え
ば
病
院
へ
行
っ
て
風
邪
薬
な
ど
を
も
ら
っ
て
も

熱
が
下
が
ら
な
い
、
体
重
が
減
っ
て
く
る
、
ひ
ど
い
寝
汗
が

止
ま
ら
な
い
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
動
悸
や
息
切
れ
、

ふ
ら
つ
き
は
貧
血
の
症
状
と
な
り
得
ま
す
し
、
皮
膚
に
点
状

の
出
血
が
見
ら
れ
る
場
合
は
血
小
板
減
少
が
疑
わ
れ
ま
す
。

首
や
脇
に
腫し
ゅ

瘤り
ゅ
うと

し
て
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
て
い
れ
ば
悪
性
リ

ン
パ
腫
が
疑
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
単
な
る
疲

れ
と
思
っ
て
い
た
ら
血
液
が
ん
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
明
ら
か
に
血
液
の
病
気
か
ど
う
か
は
個
人
で
は
特
定

で
き
ま
せ
ん
。
体
調
に
不
安
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ま
ず

は
か
か
り
つ
け
の
医
院
で
の
診
察
や
血
液
検
査
を
お
勧
め
し

ま
す
。

自
覚
の
な
い
血
液
の
病
気

Ｑ
．
気
づ
か
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
？

寺
﨑　

定
期
的
に
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
て
も

急
性
白
血
病
な
ど
は
突
然
発
症
し
ま
す
。
ま
た
、
全
く
自
覚

症
状
が
な
い
の
に
健
診
や

人
間
ド
ッ
ク
で
発
見
さ
れ

る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば〝
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
〟

な
ど
、
血
液
の
疾
患
の
症

状
の
ひ
と
つ
と
な
り
得
ま

す
の
で
、
気
に
な
る
場
合

は
是
非
相
談
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
血
液
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
多
く
を
占
め
る
高

齢
者
は
、
世
代
的
に
も
我
慢
強
い
方
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ど
の
病
気
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、
我
慢
す
る
こ

と
で
放
置
し
て
し
ま
い
、
必
要
な
治
療
の
開
始
時
期
を
遅
ら

せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
の
結
果
が
異
常
で
も
、
二
次
健
診
に
来
な
い
方
が
“
全
く

い
な
い
”
と
は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
す
。

Ｑ
．
読
者
の
皆
さ
ん
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

寺
﨑　

先
程
言
い
ま
し
た
よ
う
に
「
疲
れ
」
が
重
大
な
病
気

の
予
兆
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
に
敏
感
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

「
異
常
な
し
」
と
な
れ
ば
、
安
心
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
気

に
な
る
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
我
慢
し
た
り
放
置
し
た
り
せ

ず
、
ぜ
ひ
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
健
診

や
人
間
ド
ッ
ク
も
積
極
的
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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３
人
の
ママ
で
あ
り
、
医
師

Ｑ
．
先
生
の
マ
マ
さ
ん
医
師
と
し
て
の
経
歴
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

米
山　

２
０
１
０
年
４
月
か
ら
研
修
医
と
し
て
、
黒
部
市
の

病
院
で
初
期
研
修
に
臨
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
に
結

婚
と
妊
娠
、
出
産
を
経
験
し
ま
し
た
。
１
人
目
が
生
ま
れ
た

当
時
は
研
修
医
で
し
た
の
で
、
産
後
す
ぐ
に
仕
事
に
復
帰
し
、

院
内
保
育
所
を
利
用
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金
沢
市
の
大
学

病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
富
山
市
民
病
院
に
来
た
の
は
２
０
１
５
年
の
10

月
か
ら
な
の
で
す
が
、
年
度
途
中
の
異
動
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
当
時
は
富
山
市
で
新
し
い
保
育
所
を
探
す
時
間
が
取
れ

ず
、
2
人
目
の
子
が
１
歳
半
か
ら
２
歳
頃
ま
で
、
院
内
保
育

所
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
院
内
保
育
所
を
利
用
で

き
る
の
は
３
歳
ま
で
な
の
で
、
じ
っ
く
り
と
保
育
所
探
し
が

で
き
ま
し
た
し
、
マ
マ
さ
ん
医
師
と
し
て
は
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
院
内
保
育
所
は
仕
事
と
の
両
立
が
抜
群
と
聞
き
ま
し
た

が
。

米
山　

そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
は
預
け
や
す
く
、
子
供
に
何
か

あ
っ
た
時
に
電
話
を
も
ら
っ
て
す
ぐ
に
駆
け
付
け
ら
れ
ま
す
。

保
育
参
観
に
も
行
き
や
す
く
、
目
の
届
く
と
こ
ろ
に
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
る
の
は
、
仕
事
に
集
中
す
る
う
え
で
も
助
け
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
の
先
生
も
優
し
い
方
ば
か
り
で

安
心
し
て
預
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
．
院
内
保
育
所
以
外
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
あ
り
ま
す

か
？

米
山　

私
が
経
験
し
た
中
で
は
、
富
山
市
民
病
院
は
、
女
性

医
師
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
所

属
を
超
え
て
、
先
輩
女
性
医
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
け
ま
す
し
、
気
軽
に
相
談
で
き
、
雰
囲
気
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
所
属
す
る
血
液
内
科
は
、
医
師
は
私
と
寺

﨑
先
生
の
2
人
な
の
で
す
が
、
上
司
で
あ
る
寺
﨑
先
生
は
子

育
て
に
も
理
解
が
あ
り
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
３
人
目
の
子
は
富
山
市
民
病
院
で
働
い
て
い
る

間
の
妊
娠
出
産
で
し
た
の
で
、
そ
の
と
き
に
周
囲
に
整
え
て

も
ら
っ
た
シ
フ
ト
に
は
、
本
当
に
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
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血
液
内
科
　

米よ
ね

山や
ま

　
聖せ

い

子こ 

医
師

患
者
と
長
く
向
き
合
う
血
液
内
科
に
は
長
く
働
け
る
環
境
が
不
可
欠
。

子
育
て
世
代
と
し
て
第
一
線
に
立
つ
米
山
医
師
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。

働
き
や
す
い
連
携
体
制
で 

マ
マ
さ
ん
医
師
も
活
躍
中



逆
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
で
経
験

し
た
こ
と
を
後
輩
に
伝
え
て
い
け
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
働
き
方
の
具
体
的
な
取
り
決
め
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

米
山　

各
科
に
よ
っ
て
人
数
や
仕
事
の
内
容
も
異
な
る
の
で
、

具
体
的
な
取
り
決
め
と
い
う
よ
り
は
、
個
々
人
で
相
談
し
て

決
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、「
私
は
こ
こ
ま
で
で
き
る
、
こ
こ
か
ら
は
お

願
い
で
き
た
ら
…
」
と
頼
み
や
す
い
環
境
が
あ
る
か
ど
う
か

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
富
山
市
民
病
院
は
、
周
り
の
先
生
方

と
の
距
離
も
近
い
の
で
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
く
だ
さ
る

土
壌
が
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
深
く
関
わ
って
い
く

血
液
内
科
の
仕
事

Ｑ
．
血
液
内
科
医
を
目
指
し
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

米
山　

大
学
の
実
習
で
血
液
内
科
を
回
っ
た
時
に
、
女
性
の

医
師
が
多
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
深
く
理
解
し
、
長
く
治
療
に
携
わ
っ
て

い
く
と
い
う
、
活
き
活
き
と
し
た
空
気
に
魅
力
を
感
じ
ま
し

た
。

Ｑ
．
実
際
に
血
液
内
科
医
と
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
？

米
山　

急
性
白
血
病
に
せ
よ
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
に
せ
よ
、
大

変
な
状
態
か
ら
治
療
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
が
、
徐
々
に
快

復
さ
れ
て
、
社
会
復
帰
さ
れ
た
り
、
家
庭
生
活
に
戻
ら
れ
た

り
す
る
な
ど
「
一
緒
に
頑
張
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
」
と

私
も
笑
顔
に
な
れ
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
や
り
甲
斐
を

感
じ
ま
す
。

Ｑ
．「
一
緒
に
頑
張
る
」
は
、
寺
﨑
医
師
の
言
う
、
一
貫
し

て
診
ら
れ
る
血
液
内
科
だ
か
ら
こ
そ
の
実
感
で
す
か
？

米
山　

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
診
断
を
出
す
段

階
で
重
症
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
救
命
に
対
し
て
の
責
任
を

強
く
感
じ
ま
す
し
、
血
液
の
病
気
の
場
合
、
治
療
期
間
が
長

い
の
で
、
患
者
さ
ん
と
の
付
き
合
い
も
自
然
と
長
く
な
り
ま

す
。
治
療
を
終
え
て
か
ら
も
、
再
発
し
な
い
か
ど
う
か
定
期

的
に
検
査
を
受
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
担
当
医
師

が
変
わ
る
こ
と
も
、
他
の
科
に
比
べ
て
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

医
師
が
家
族
の
方
と
向
き
合
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

関
係
性
や
思
い
入
れ
も
深
く
な
る
環
境
が
血
液
内
科
に
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

目
標
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
幸
せ

Ｑ
．
米
山
先
生
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

米
山　

日
進
月
歩
の
分
野
で
あ
る
た
め
、
日
々
の
精
進
と
と

も
に
、
し
っ
か
り
経
験
を
蓄
積
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
の
全
て
に

自
信
を
持
っ
て
1
人
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
目
の
前
に
い
る
、
直
属
の
上
司
で
大
先
輩
の
寺
﨑

先
生
は
、
と
に
か
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ

れ
て
い
る
医
師
で
す
。
ど
の
患
者
に
対
し
て
も
分
け
隔
て
な

く
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
平
等
に
全
力
を
注
げ
る
姿
が
素
晴

し
い
と
思
い
ま
す
。
判
断
が
難
し
い
こ
と
は
躊
躇
せ
ず
専
門

家
に
聞
く
な
ど
、
常
に
勉
強
熱
心
で
突
き
詰
め
て
い
く
姿
勢

は
、
私
の
お
手
本
で
す
。

Ｑ
．
米
山
先
生
が
頑
張
れ
る
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

米
山　

病
院
の
空
気
も
そ
う
で
す
が
、
上
司
や
ス
タ
ッ
フ
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
に
理
解
が
あ

り
、
み
な
協
力
的
で
、
医
師
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
は
、

患
者
さ
ん
に
も
よ
り
多
く
の
安
心
を
還
元
で
き
る
と
思
い 

ま
す
。
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役
割
分
担
さ
れ
た
検
査
部
門

Ｑ
．
臨
床
検
査
科
の
役
割
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

林　
「
臨
床
検
査
」
と
は
、
採
血
や
内
視
鏡
検
査
か
ら
得
ら

れ
た
検
体
の
組
織
や
細
胞
を
細
か
く
検
査
し
、
病
気
の
診
断

を
決
め
る
た
め
の
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
役
割
を
専
門
と
す
る
部
門
が
「
臨
床
検
査
科
」
で
す
。

得
ら
れ
た
検
査
値
を
も
と
に
、
病
理
医
が
診
断
を
確
定
し
、

臨
床
（
現
場
）
で
の
治
療
に
臨
む
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
の
回
復
の
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
も
、

臨
床
検
査
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
下　

臨
床
検
査
は
、「
生
理
機
能
検
査
」「
病
理
検
査
」

「
微
生
物
検
査
」「
血
液
輸
血
検
査
」「
生
化
学
免
疫
検
査
」

の
５
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
各
分
野
に
複
数
の
技
師
が
配

属
さ
れ
て
働
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
お
2
人
の
専
門
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
下　

私
は
採
血
さ
れ
た
血
液
か
ら
、
血
液
細
胞
を
調
べ
る

「
血
液
輸
血
検
査
」
が
専
門
で
す
。
手
術
に
不
可
欠
な
輸
血

の
際
、
使
用
す
る
血
液
製
剤
が
そ
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
適

正
な
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
し
た
り
、
白
血
病
な
ど
血
液
の

病
気
を
判
別
す
る
た
め
、
異
常
な
細
胞
が
増
え
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
顕
微
鏡
で
調
べ
た
り
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

林　

私
は
、
血
液
は
扱
わ
ず
、
患
者
さ
ん
か
ら
直
接
採
取
し

た
細
胞
や
組
織
を
調
べ
る
「
病
理
検
査
」
が
専
門
で
す
。
例

え
ば
内
視
鏡
検
査
で
、
胃
や
大
腸
の
中
に
出
血
や
盛
り
上
が

り
が
見
ら
れ
た
場
合
、
細
胞
を
採
取
し
て
、
そ
の
構
成
を
見

る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
診
断
を
す
る
の
は
病
理
医
で
す
が
、

診
断
に
必
要
な
情
報
と
な
る
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
（
標
本
）
を
作

る
ま
で
の
工
程
は
、
私
た
ち
検
査
技
師
が
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
資
格
も
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の
で
す
か
？

林　
「
臨
床
検
査
技
師
」
の
資
格
は
ひ
と
つ
で
す
。
学
校
で

は
す
べ
て
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
、
基
本
を
学
び
ま
す
が
、

実
際
に
働
き
始
め
て
か
ら
は
専
門
的
な
部
分
を
深
く
掘
り
下

げ
て
い
く
の
で
、
自
然
と
専
属
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。
私

は
当
初
血
液
輸
血
検
査
係
に
配
属
さ
れ
た
の
で
す
が
、
早
々

に
病
理
検
査
係
に
変
わ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
20
年
間
ず
っ
と
病

理
検
査
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

大
下　

私
は
ず
っ
と
血
液
輸
血
検
査
係
で
血
液
検
査
を
専
門
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臨床検査科
血液輸血検査係

大
お お

下
し た

　恵
めぐみ

 技師

臨床検査科
病理検査係

林
はやし

　　宏
ひろし

 係長

血
液
の
診
断
も
輸
血
も
緻
密
な
検
査
が
必
要
。

日
々
細
胞
レ
ベ
ル
で
病
因
に
向
き
合
う
検
査
技
師
た
ち
に
、
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
聞
く
。

客
観
的
デ
ー
タ
か
ら
診
る 

臨
床
検
査
と
い
う
仕
事



と
し
て
い
ま
す
。
今
は
７
年
目
で
、
中
堅
と
し
て
後
輩
の
指

導
も
し
て
い
ま
す
。

世
代
交
代
が
す
す
む

臨
床
検
査
の
現
場

Ｑ
．
臨
床
検
査
技
師
は
若
手
が
多
い
仕
事
で
す
か
？

林　

実
は
こ
こ
５
年
ほ
ど
で
、
臨
床
検
査
科
の
世
代
交
代
が

一
気
に
進
ん
で
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
臨
床
検
査
技
師
と

い
う
資
格
は
昭
和
48
年
か
ら
の
も
の
で
、
そ
の
頃
に
一
斉
雇

用
さ
れ
た
技
師
が
、
一
斉
退
職
す
る
時
期
な
の
で
す
。
大
下

技
師
は
ま
さ
に
入
れ
替
わ
り
序
盤
の
世
代
に
あ
た
り
ま
す
。

私
の
就
職
時
は
雇
用
自
体
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
空
白
の
世

代
で
す
ね
。
た
だ
、
40
年
以
上
の
歴
史
の
中
で
、
技
術
や
機

械
も
進
歩
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
求
め
る
と
い

う
意
味
で
は
、
若
返
り
は
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
下　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
り
早
く
正
確
な

デ
ー
タ
を
出
す
こ
と
で
、
臨
床
検
査
の
中
で
も
特
に
血
液
検

査
は
、
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
部
分
も
多
い
で
す
。

林　

病
理
検
査
は
部
分
的
に
は
機
械
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
例

え
ば
標
本
を
作
る
際
に
は
、
採
取
し
た
骨
を
ナ
イ
フ
で
ミ
ク

ロ
ン
単
位
で
ス
ラ
イ
ス
す
る
な
ど
、
人
の
手
が
ま
だ
ま
だ
か

か
り
ま
す
。
こ
の
辺
り
も
「
伸
び
し
ろ
」
が
あ
る
部
分
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

臨
床
検
査
科
と
他
科
と
の
関
係

Ｑ
．
他
科
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
下　

私
の
担
当
す
る
血
液
検
査
は
血
液
内
科
と
の
関
わ
り

が
多
い
で
す
。
血
液
検
査
で
は
、
血
球
や
血
小
板
の
多
い
か
、

少
な
い
か
を
デ
ー
タ
化
し
ま
す
。
血
液
像
を
顕
微
鏡
で
見
る

の
で
す
が
、
そ
こ
で
異
変
を
感
じ
た
ら
、
技
師
同
士
で
共
有

し
、
血
液
内
科
の
先
生
に
連
絡
し
ま
す
。
血
液
の
異
常
を
発

見
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

林　

私
は
そ
の
次
の
段
階
で
す
。
さ
ら
に
細
か
い
検
査
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
、
血
液
が
生
ま
れ
る
細
胞
が
た
く
さ
ん
あ

る
骨
髄
・
骨
髄
液
を
検
査
す
る
の
で
す
が
、
骨
髄
液
は
大
下

さ
ん
ら
血
液
検
査
担
当
が
顕
微
鏡
検
査
を
行
い
、
病
理
検
査

担
当
は
骨
髄
を
標
本
に
し
て
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
間
接

的
に
血
液
内
科
と
は
関
わ
り
が
深
い
で
す
ね
。
ま
た
、
病
理

医
が
正
確
に
判
断
す
る
た
め
の
材
料
を
揃
え
る
の
が
病
理
検

査
の
役
割
な
の
で
、
病
理
医
の
先
生
と
も
連
携
を
密
に
し
て

い
ま
す
。

影
で
病
気
と
向
き
合
い
続
け
る

Ｑ
．
患
者
さ
ん
へ
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
下　

直
接
関
わ
る
こ
と
が
少
な
く
て
も
、
患
者
さ
ん
の
こ

と
を
考
え
て
検
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
通
し

て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
と
近
い
存
在
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

林　

私
た
ち
は
正
確
な
「
値
」
を
出
す
こ
と
が
役
割
で
、
直

接
患
者
さ
ん
と
話
を
す
る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、
背
景
に

は
必
ず
患
者
さ
ん
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん

が
最
適
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
結
果
を
出
し
て
い
く

こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
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県
内
で
は
先
駆
け
と
な
っ
た

が
ん
治
療
の
外
来
専
門
施
設

Ｑ
．
外
来
治
療
室
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浜
田　

抗
が
ん
剤
治
療
を
、
通
院
を
し
な
が
ら
継
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
専
用
施
設
で
す
。
ひ
と
昔
前
は
入
院
治
療
が

当
た
り
前
だ
っ
た
化
学
療
法
で
す
が
、
治
療
薬
が
進
歩
し
、

以
前
よ
り
安
全
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ん
の
「
病
前

か
ら
の
日
常
を
守
り
な
が
ら
治
療
を
行
え
る
よ
う
に
」
と 

２
０
０
５
年
に
県
内
で
最
も
早
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
そ
の
後
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
さ
れ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。

浜
田　

２
０
１
４
年
の
春
で
す
。
も
と
も
と
の
部
屋
が
手
狭

に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
治
療
に

臨
め
る
よ
う
に
と
、
広
く
て
明
る
い
空
間
に
置
き
換
え
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
の
日
常
と
か
け
離
れ
な
い
よ
う
に
、
安
全
面

を
第
一
と
し
な
が
ら
、
季
節
感
を
取
り
入
れ
る
な
ど
雰
囲
気

作
り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

が
ん
化
学
療
法
を
熟
知
す
る

認
定
看
護
師
が
寄
り
添
う

Ｑ
．『
が
ん
化
学
療
法
認
定
看
護
師
』
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

浜
田　

化
学
療
法
を
受
け
る
が
ん
患
者
さ
ん
の
看
護
を
す
る

う
え
で
、
腫
瘍
学
や
治
療
法
、
副
作
用
対
策
、
取
り
扱
い
が

難
し
い
薬
剤
に
つ
い
て
、
専
門
の
知
識
や
技
術
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
患
者
さ
ん
の
心
理
的
な
ケ
ア
も
含
め
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血
液
が
ん
の
治
療
は
化
学
療
法
が
基
本
。

県
内
で
最
も
早
く
立
ち
上
げ
た
専
門
施
設
の
今
を
、
化
学
療
法
看
護
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
聞
く
。

日
常
生
活
を
守
り
な
が
ら 

安
心
な
通
院
治
療
を

外
来
治
療
室

浜は
ま
　
だ田

　
真ま

　
ゆ
　
み

由
美 

副
看
護
師
長



て
考
え
、
実
践
で
き
る
よ
う
訓
練
を
受
け
た
看
護
師
が
『
が

ん
化
学
療
法
認
定
看
護
師
』
で
す
。
私
は
、
半
年
間
の
教
育

を
経
て
、
２
０
１
１
年
に
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
資
格
を
持

つ
者
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
包
括

的
な
「
理
解
」
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
、
社
会
生

活
と
治
療
を
両
立
し
て
い
く
上
で
の
安
心
感
を
提
供
す
る
役

割
で
す
。　

Ｑ
．
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
は
ど
の
よ
う
に
？

浜
田　

化
学
療
法
は
ま
ず
入
院
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で

安
全
性
が
確
認
さ
れ
、
外
来
で
の
治
療
が
可
能
で
あ
る
と
主

治
医
が
確
認
す
る
と
、
病
棟
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
外
来
治
療

室
で
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
に

は
ま
ず
、
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
、
担
当
看
護
師
ら
と
面
識

を
持
っ
た
上
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
不
安
な
く

治
療
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
外
来
治

療
室
に
医
師
は
常
駐
し
ま
せ
ん
が
、
各
科
の
主
治
医
と
連
携

し
て
、
状
況
を
共
有
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

血
液
が
ん
の
治
療
で
も

不
可
欠
な
存
在
に

Ｑ
．
血
液
内
科
と
の
連
携
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浜
田　

血
液
内
科
の
が
ん
治
療
は
、
主
に
化
学
療
法
で
す
が
、

以
前
は
長
期
入
院
が
基
本
で
し
た
。
治
療
薬
が
進
歩
し
て
き

た
の
で
外
来
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、

血
液
に
関
す
る
お
薬
は
副
作
用
が
起
き
や
す
く
、
不
安
が
な

い
よ
う
に
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
繊
細
な
治
療
に
目
を
配
り
、
支
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の

役
目
で
す
。

　

予
定
通
り
し
っ
か
り
お
薬
を
投
与
で
き
る
よ
う
、
患
者
さ

ん
自
身
の
体
調
管
理
を
促
し
た
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
生

活
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
ま
す
。

小
さ
な
不
安
も
共
有
し

患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を

Ｑ
．
細
や
か
な
気
配
り
が
必
要
な
の
で
す
ね
。

浜
田　

ど
の
病
気
の
患
者
さ
ん
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

治
療
期
間
は
辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
化
学
療
法
は
治
療
時
間
も
長
く
な
る
た
め
、
外
来
治
療
室

は
語
り
の
場
で
も
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
外
来
受
診

で
は
時
間
が
限
ら
れ
て
い
て
、
医
師
に
聞
き
た
く
て
も
聞
け

な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が

「
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
本

音
は
や
り
た
く
な
い
…
」
と
い
っ
た
心
の
葛
藤
を
抱
え
た
ま

ま
だ
と
、
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
気

持
ち
を
受
け
止
め
つ
つ
、
丁
寧
に
説
明
し
納
得
し
て
い
た
だ

い
た
上
で
の
投
薬
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
時
間
を
か
け
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
こ
と
が
、
外
来
治
療
室
の
存

在
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
具
体
的
に
ど
ん
な
お
話
を
す
る
の
で
す
か
？

浜
田　

不
安
や
悩
み
も
そ
う
で
す
が
、
日
常
の
他
愛
の
な
い

話
ま
で
様
々
で
す
ね
。
点
滴
の
時
間
が
長
い
方
は
、
１
回
５

時
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
の
で
、
家
族
の
事
情
ま
で
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
に
向
け
て
の
思
い
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

浜
田　

入
院
と
違
い
、
外
来
治
療
は
常
に
医
師
や
看
護
師
が

そ
ば
に
は
い
な
い
生
活
と
な
り
、
不
安
も
あ
っ
て
当
然
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
常
生
活
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
外
来
治
療
室
に
い
る
看
護
師
や
薬
剤
師
が
、
副
作

用
も
管
理
し
な
が
ら
し
っ
か
り
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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化
学
療
法
を
専
門
と
す
る
チ
ー
ム

Ｑ
．
血
液
が
ん
治
療
に
関
わ
る
薬
剤
師
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

野
澤　

血
液
内
科
領
域
に
お
い
て
は
、
病
棟
の
患
者
さ
ん
に

使
う
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
観
察
）
す
る

薬
剤
師
が
１
名
、
そ
し
て
抗
が
ん
剤
を
ミ
キ
シ
ン
グ
（
調

剤
）
す
る
薬
剤
師
が
１
名
、
さ
ら
に
外
来
治
療
に
移
行
し
た

患
者
さ
ん
に
使
う
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
の
確
認
を
す
る
薬
剤

師
が
１
名
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
し
っ
か
り
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
は
『
が
ん
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
』
と
し
て

専
用
の
個
室
の
中
で
抗
が
ん
剤
の
ミ
キ
シ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
．「
が
ん
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
」
と
は
？

野
澤　

薬
剤
師
と
し
て
５
年
以
上
の
経
験
を
持
ち
、
指
定
さ

れ
た
施
設
で
の
研
修
を
３
か
月
以
上
受
け
、
が
ん
化
学
療
法

に
関
わ
っ
た
と
い
う
報
告
を
認
定
施
設
に
出
し
た
上
で
試
験

を
ク
リ
ア
し
て
認
定
さ
れ
る
専
門
資
格
で
す
。
富
山
市
民
病

院
で
は
私
を
含
め
た
２
名
の
薬
剤
師
が
保
有
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
血
液
内
科
と
の
連
携
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

野
澤　

私
は
ミ
キ
シ
ン
グ
担
当
な
の
で
、
患
者
さ
ん
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
薬
剤
師
と
情
報
を

共
有
し
つ
つ
、
外
来
治
療
室
の
中
に
あ
る

ミ
キ
シ
ン
グ
室
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
医
師
の
指
示
を
忠
実
に
実
現
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
時
間
に
必
要
な
量
の

抗
が
ん
剤
を
、
正
確
に
提
供
す
る
こ
と
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
血
液
内
科
領
域
の
抗

が
ん
剤
の
中
に
は
ミ
キ
シ
ン
グ
後
、
長
時
間
経
過
す
る
と
分

解
し
て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
抗
が
ん
剤
に

つ
い
て
は
患
者
さ
ん
へ
の
投
与
時
間
を
考
慮
し
て
、
最
も
適

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ミ
キ
シ
ン
グ
を
行
う
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
は
？

野
澤　

入
院
か
ら
治
療
を
開
始
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
ま
る
で

別
人
の
よ
う
に
回
復
し
、
退
院
さ
れ
た
時
、
と
に
か
く
嬉
し

い
で
す
し
、
ま
た
、
薬
の
著
し
い
進
歩
に
関
わ
れ
る
こ
と
に
、

薬
剤
師
と
し
て
の
充
実
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

野
澤　

進
歩
が
著
し
い
抗
が
ん
剤
の
最
新
の
情
報
を
常
に
身

に
つ
け
て
い
く
姿
勢
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
抗
が

ん
剤
の
治
療
効
果
を
よ
り
発
揮
す
る
た
め
の
効
率
的
な
作
業

の
仕
方
な
ど
、
努
力
す
る
こ
と
を
惜
し
ま
ず
、
自
己
研
鑽
し

て
い
き
た
い
で
す
。
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化
学
療
法
が
不
可
欠
な
血
液
が
ん
治
療
に
は
抗
が
ん
剤
を
調
整
す
る
薬
剤
師
が
不
可
欠
。

抗
が
ん
剤
を
扱
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
と
思
い
を
聞
く
。

化
学
療
法
を
陰
で
支
え
る 

認
定
薬
剤
師
と
い
う
存
在

薬剤科
がん化学療法係

野
の 　 ざ わ

澤　寿
ひさ　よし

吉 主査
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外来診療棟 西病棟

心臓リハビリテーション室

ふれあい
地域医療
センター

薬局

がん何でも
相談室

看護外来
栄養指導室

レントゲン受付
撮影

中央放射線部

防災センター

売店

売店

理髪店

空調
機械室

院内保育所
精神デイケア

透析内科

食堂

休憩室

コーヒーショップ

入退院口
（夜間入口）

入退院口
（夜間入口）

CDコーナー

休
憩
コ
ー
ナ
ー

中央受付

脳神
経外科

外科・
乳腺外科

整形外科・
関節再建外科

血管造影室

待合ホール

ドック
更衣室

救急
センター

再来
受付機 内科

案内図

花屋

患者アドボカシー室

開放型
医師室

8F

2F1F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

内科

整形外科

外科
形成外科

産婦人科

事業管理者室
院長室
副院長室
看護部長室
看護科事務室
電話交換室

売店
コーヒーショップ
食堂
防災センター

薬品管理事務室
霊安室
剖検室

集団指導室
講堂
図書室
医局

呼吸器・血管外科
小児科
耳鼻いんこう科
皮膚科
産婦人科
精神科
歯科口腔外科
泌尿器科
形成外科
眼科
健診センター

救急センター
脳神経外科
外科・乳腺外科
整形外科・関節再建外科
内科
内視鏡センター
血管造影室
患者アドボカシー室
医療安全管理室

事務局長室
経営管理課
医事課
医療情報室

玄関ホール
総合案内
中央受付
ふれあい地域医療センター
薬局
がん何でも相談室
看護外来
栄養指導室

東病棟 南病棟

内科

泌尿器科
内科
呼吸器・血管外科

脳神経外科
内科

整形外科
皮膚科
眼科
耳鼻いんこう科
内科
歯科口腔外科

内科

小児科
内科
外来治療室

検査部
麻酔科
ペインクリニック内科
集中治療室
手術部
医療マネジメント室
感染防止対策室

レントゲン
放射線科（治療・診断）
リハビリテーション
精神デイケア
緩和ケア内科

精神科

緩和ケア内科

活動療法棟
OTホール

感染症病棟
透析センター

中央リネン室
栄養科

1

撮影
2

撮影
3 4

CTCT
5

腎臓造影
9

透視

呼吸器・
血管外科

感染症病棟

緩和ケア
内科

10

透視
11

CT

透視受付

6

マンモバイオブシー

治療計画室

放射線科
アイソトープ検査
超音波（エコー）
結石
破砕 MRI

MRI

中央カルテ室

医療情報室

医事課

経営管理課

看護部

倉庫

吹き抜け

小児科

耳鼻いんこう科

待合ホール

皮膚科 産婦人科内
視
鏡

セ
ン
タ
ー

中央研究検査部

中央研究検査部

手術室

麻酔科・
ペインクリニック内科

集中治療室（ICU）

OTホール

心臓超音波・呼吸機能・心電図・脳波検査

泌尿
器科

形成
外科眼科

歯科口腔外科

精神科
コンピューター室

事務
局長室会議室

副
院
長
室

副
院
長
室

副
院
長
室

事
業
管
理
者
室

放射線治療室

リハビリ
テーション科

7

8

院
長
室

看
護
部
長
室

感染症病棟

南口

正面玄関

Floor Guide

健診
センター

Information Board
インフォメーション・ボード

6/3㈪ 歯と口の健康シリーズ Ⅰ 専門医が語る ～口腔ケアと健康寿命1～

6/4㈫ 歯と口の健康シリーズ Ⅱ 歯科衛生士が話す ～口腔ケアと健康寿命2～

6/5㈬ 歯と口の健康シリーズ Ⅲ 管理栄養士が話す ～おいしく食べられていますか～

6/6㈭ 歯と口の健康シリーズ Ⅳ 薬剤師が話す ～薬と歯と口の関係～

02
T O P I C S

「ふれあい健康講座」にて、
脳卒中・歯と口の健康について特集します！

●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪４丁目）　●時間／午後1時30分～（30分程度）
★特集以外の講座日程については、裏表紙をご覧ください。

　「ふれあい健康講座」は、まちなか総合ケアセンター（総曲輪）にて、市民病院スタッフが病気の予
防やお薬情報などをわかりやすくお伝えする講座です。
　５月・６月は「脳卒中」「歯と口の健康」をテーマとした特集企画があります。申込みや参加費は不要で、
どなたでも気軽にご参加いただけますので是非お越しください。

5/27㈪ 脳卒中週間シリーズ Ⅰ
脳卒中専門医が話す ～脳卒中ってどんな病気？～

5/28㈫ 脳卒中週間シリーズ Ⅱ
管理栄養士が話す ～脳卒中を予防する食事～

5/29㈬ 脳卒中週間シリーズ Ⅲ
看護師が話す ～脳卒中になっても元気に暮らそう！～

01
T O P I C S

平成３０年度経営改善委員会 を開催いたしました。

　富山市民病院では、地域の中核病院として持

続可能な病院経営を目指すため、富山市民病院

経営改善委員会（以下「経営改善委員会」）を

設置しております。

　平成 30 年度は富山市民病院第 4 期経営改

善計画（2018～ 2020 年度）の１年目にあ

たり、富山市民病院から経営改善委員会に対し、

平成３０年度に実施した経営改善の取り組みや

経営指標、平成３０年度の収支見込と平成３１

年度に実施予定の取り組み等について報告いた

しました。

　委員からは、当院が第４期経

営改善計画で掲げた施策に鋭意

取り組んでいることについて評

価する意見と、経営安定に向け

た改善点について要望をいただ

いたほか、経営収支状況報告に対する要因分析、

救急患者さんの受け入れ体制の改善方法、４月

１日にスタートする富山まちなか病院の今後の

展望についてのご質問・ご意見をいただきまし

た。

　今後とも、患者さんに信頼される医療機関と

なることを目指し、健全な病院経営を行うと同

時に、職員一人ひとりが自覚を持って、地域の

皆様に選ばれる病院づくりのために努力してま

いります。
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富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機構富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。

T O Y A M A  C I T Y  H O S P I T A L M A G A Z I N E

No.93
2019年4月号

医師が働く
環境の改善で
より良質な医療
の提供へ

より良質な医療

特集特集

細胞レベルの診断と
治療を担う「血液内科」「血液内科」

特集特集

●開催時間／各回13:30～（30分程度）  ●会場／まちなか総合ケアセンター（総曲輪4丁目）
申し込み・参加費は不要です！  まちなか総合ケアセンターへ是非お越しください！！

Event Information 2019. 4月 6 月

A P R I L 54 M A Y 6 J U N E

 7 火 食中毒を防ごう
 8 水 大腸がんの見つけ方
 9 木 こどもを守るためにできること

～予防接種について知ろう～
13 月 心臓の病気と上手に

付き合うためにできること
14 火 ＭＲＩとＣＴどう違うの？
15 水 検査結果の見方 ～肝臓～
16 木 肝臓の病気について
20 月 飲み込む力を高めよう

～嚥下体操～
21 火 いざという時の応急処置
22 水 緩和ケアってなぁ～に
23 木 認知症の人に見えている世界
27 月 脳卒中週間シリーズ Ⅰ

脳卒中専門医が話す
～脳卒中ってどんな病気？～

28 火 脳卒中週間シリーズ Ⅱ
管理栄養士が話す
～脳卒中を予防する食事～

29 水 脳卒中週間シリーズ Ⅲ
看護師が話す
～脳卒中になっても元気に暮らそう！～

30 木 求められる祖父母力！
～沐浴・衣類・抱き癖など～

 3 月 歯と口の健康シリーズ Ⅰ
専門医が語る
～口腔ケアと健康寿命1～

 4 火 歯と口の健康シリーズ Ⅱ
歯科衛生士が話す
～口腔ケアと健康寿命2～

 5 水 歯と口の健康シリーズ Ⅲ
管理栄養士が話す
～おいしく食べられていますか～

 6 木 歯と口の健康シリーズ Ⅳ
薬剤師が話す
～薬と歯と口の関係～

10 月 エコノミークラス症候群って？
11 火 ＱＱ受診ハンドブック
12 水 便秘の話
13 木 こどもの命を救う技

～心肺蘇生を体験しよう～
17 月 骨粗鬆症について
18 火 診療費について
19 水 透析療法について
20 木 糖尿病を知ろう

～あなたの健康を守るために～
24 月 検査結果の見方 ～腎臓～
25 火 在宅介護と介護保険
26 水 抗がん剤のお話
27 木 地域で支える認知症

ふ れ あ い 健 康 講 座

※講座内容は変更になる場合がございます。

 1 月 気を付けたい高齢者の食事
 2 火 慢性腎臓病について
 3 水 転ばないためのからだづくり

～やってみようロコモ体操～
 4 木 糖尿病予防のミラクルマニュアル
 8 月 すい炎について
 9 火 知っておきたい薬の知識

～点眼薬と吸入の上手な使い方～
10 水 日常のスキンケア③

～オムツ（失禁パット）まわり～
11 木 こどものけいれん

～観察と対応のポイント～
15 月 フットケア～足からの健康～
16 火 検査結果の見方 ～脂肪～
17 水 乳がんと遺伝
18 木 メンタルヘルス　～心の健康～
22 月 放射線治療について
23 火 災害時に潜む病気

～病気と対策～
24 水 第4のがん治療

～がん免疫療法とは～
25 木 認知症ってどうなるの？

※４月より、開始時間が変更になりますので、ご注意ください


